
「命洸（めいこう）」とは
命が水のように
沸き立ちきらめくさま。
大学祭の名称として
学生が命名しました。
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長浜バイオ大学は 2024 年 4
月、メディカルバイオサイエン
ス学科を改称してバイオデータ
サイエンス学科を開設します。
持続可能な社会の実現に貢献で
きる人材育成をめざす新学科の
学びを紹介します。

バイオデータサイエ
ンス学科 始動学科 始動2024年4月

「バイオ」×「データ」で つくる持続可能な世界
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社会やビジネスの 課題をデータサイエンスで解決できる
育 成する人物像

課題解 決能力

データ サイエンスの知識と技術
（データサイエンティスト）

ヘルスケア

医療機器

医療IT
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研
　
究

◆医薬分子機能学
◆動物生理学◆生体高分子解析学　◆動物生理学◆生体高分子解析学　

◆バイオビジネス概論◆食品衛生学　　◆バイオビジネス概論◆食品衛生学　　◆バイオビジネス概論◆食品衛生学　　

◆創薬科学概論◆薬理学◆生理活性物質概論◆創薬科学概論◆薬理学◆生理活性物質概論
◆公衆衛生学◆生体材料工学◆キャリアデザイン　◆公衆衛生学◆生体材料工学◆キャリアデザイン　

◆構造生物学◆D専門実験Ⅰ・Ⅱ（創薬科学系）（医科学系）　　◆構造生物学◆D専門実験Ⅰ・Ⅱ（創薬科学系）（医科学系）　　◆構造生物学◆D専門実験Ⅰ・Ⅱ（創薬科学系）（医科学系）　　

私
た
ち
は
、後
世「
第
二
次
産
業
革
命
期
」

と
呼
ば
れ
る
可
能
性
の
あ
る
時
代
に
生
き
て

い
ま
す
。
人
工
知
能（
A
I
）の
発
達
に
よ

り
、
人
間
は
不
要
に
な
る
と
い
う
人
も
い
れ

ば
、
何
も
変
わ
ら
な
い
と
い
う
人
も
あ
り
、

混
沌
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
歴
史（
第

一
次
産
業
革
命
）に
学
ぶ
な
ら
ば
、
新
し
い

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
う
新
し
い
仕
事
が
生
ま

れ
る
、
と
い
う
の
が
一
番
可
能
性
が
高
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。
今
後
は
A
I
を
利
用
し

て
仕
事
を
す
る
能
力
が
決
定
的
に
重
要
に
な

る
の
は
避
け
ら
れ
ず
、
大
学
の
教
育
も
研
究

も
姿
を
変
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

バ
イ
オ
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
は
、
バ

イ
オ
と
A
I（
を
含
む
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
）

を
両
方
学
ぶ
こ
と
で
、
新
時
代
に
活
躍
す
る

人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
学
科

で
す
。
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

学
科
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　　◆機 械学習理論◆多変量解析学
　◆ゲノム 解析学演習◆医療情報学概論　
◆Ｄ専門 実習Ⅰ・Ⅱ（データサイエンス系）　　

　　◆データ解析学◆ネットワーク と情報セキュリティ◆解析学
　◆生命情報科学概論◆数理科学Ⅴ （数理モデル）◆データベース概論
◆応用実習Ⅰ（プログラミング系）◆ 応用実習Ⅰ・Ⅱ（データサイエンス系）

　◆数理科学Ⅰ（数学基礎）◆線形代数学◆数理科学Ⅲ（確 率・統計）◆人工知能概論
◆コンピュータシステム基礎◆コンピュータ基礎実習◆ コンピュータ応用実習

白井 剛教授
バイオデータサイエンス
学科長
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社会やビジネスの 課題をデータサイエンスで解決できる
育 成する人物像

課題解 決能力

システム実装能力

データ分析能力

データ サイエンスの知識と技術
（データサイエンティスト）

医薬品開発
流通

製造

情報通信

◆卒業研究

0404040404

巻 頭 特 集 １

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
は
、
こ
れ
ま
で
に
、

医
学
・
薬
学
・
理
学
・
農
学
・
工
学
な
ど
、

生
命
を
扱
う
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
基
盤
科
学
と

な
り
、
共
通
言
語
と
も
言
え
る
ま
で
に
進
展

し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
な
ど
感
染
症
の
伝
播
予
測
、
生
物

の
起
源
と
進
化
、
新
薬
の
開
発
、
化
学
反
応

予
測
、
疾
患
解
析
、
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

開
発
な
ど
、
す
べ
て
の
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス

研
究
に
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
人
工
知
能
（
Ａ

Ｉ
）
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

バ
イ
オ
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
と
は
、
統
計

解
析
や
人
工
知
能
な
ど
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
的
手
法
を
駆
使
し
て
、
飛
躍
的
に
発
展
す

る
生
命
科
学
分
野
で
得
ら
れ
る
膨
大
な
デ
ー

タ
に
基
づ
い
て
生
命
現
象
を
理
解
し
て
い
く

学
問
領
域
で
す
。

2
0
2
4
年
4
月
に
開
設
す
る
バ
イ
オ

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
で
は
、
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
に
必
要
な
数
学
や
統
計
学
、
情
報

学
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
学
の
分
野
の
知
識
や

技
術
に
加
え
て
、
医
科
学
や
創
薬
科
学
を
は

じ
め
と
す
る
幅
広
い
生
命
科
学
分
野
の
知
識

と
技
術
を
段
階
的
、
総
合
的
に
学
び
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
必
須
と
な

る
も
の
で
す
。

将
来
、
医
療
I
T
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
な
ど
の

生
命
科
学
分
野
や
、
製
造
、
流
通
、
情
報
通

信
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
デ
ー
タ
の

取
得
か
ら
加
工
、
分
析
、
課
題
解
決
が
行
え

る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。
A
I
や
ロ
ボ
ッ
ト

に
興
味
が
あ
る
人
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
パ

ソ
コ
ン
が
好
き
な
人
、
医
薬
品
・
化
粧
品
の

開
発
が
し
た
い
人
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
関
わ
る

仕
事
が
し
た
い
人
に
は
特
に
適
し
た
学
科
で

す
。

バ
イ
オ
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
学
び

2024年4月

バイオデータ
サイエンス学科 

始動!B I O  D A T A  S C I E N C E

　　◆機 械学習理論◆多変量解析学
　◆ゲノム 解析学演習◆医療情報学概論　
◆Ｄ専門 実習Ⅰ・Ⅱ（データサイエンス系）　　

　　◆データ解析学◆ネットワーク と情報セキュリティ◆解析学
　◆生命情報科学概論◆数理科学Ⅴ （数理モデル）◆データベース概論
◆応用実習Ⅰ（プログラミング系）◆ 応用実習Ⅰ・Ⅱ（データサイエンス系）

　◆数理科学Ⅰ（数学基礎）◆線形代数学◆数理科学Ⅲ（確 率・統計）◆人工知能概論
◆コンピュータシステム基礎◆コンピュータ基礎実習◆ コンピュータ応用実習
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神田 絢帆 さん
中部飼料（株）

生活に密接に関わる分野で社会
に貢献できる仕事をしたいと考え
ていました。身近なことに関わる
分野は成果や影響を感じ取りやす
く、モチベーションを継続しやす
いからです。
(株)メニコンネクトの業務内容
や企業理念に共感し、この会社で
なら好奇心旺盛な自分の強みを生
かせると感じました。選考中に場
所を間違え遅刻してしまったとき
「諦めないで」と励ましていただ
いたこと、面接中に「一緒に働く
のを待っている」と言ってくだ
さったことで、ここで働きたいと
強く感じました。
社会人生活は、これまで生きて
きた時間よりも長く続きます。よ
り意欲的に働くために自身の選択
に後悔しないように、と思いなが
ら就活をしていましたが、それは
正解がなく孤独な戦いでもありま
した。サポートセンターにいるの
は最も身近な社会人の先輩です。
後輩のみなさんも、恥ずかしがら
ずに訪ねて自分以外の考えを手に
入れ、自分だけの未来を見つけて
ほしいと思います。

幼少期から動物が大好きで、動物
に関わる仕事がしたいと思っていた
こと、長浜バイオ大学で学ぶ中で食
品分野にも魅力を感じたことから、
どちらにも関わることができる飼料
業界で働きたいと考えました。中部
飼料(株)の社員の方との座談会を通
して、飼料が食の根幹を支えている
ことに気づき、お客様と一緒に課題
を解決していく姿勢にますます魅力
を感じるようになり、研究職や技術
職に留まらず、自らの可能性を広げ
るために営業職でも活躍したいとい
う思いが強くなっていきました。そ
してそのきっかけとなった会社から
内定をいただくことができました。
就活は３年の６月頃から始め、自
分の考えを分かりやすく文章化する
ことに力を入れました。サポートセ
ンターの方々には納得するまでエン
トリーシート作成や面接のサポート
をしていただき、不安なときはすぐ
に相談に行っていました。後輩の皆
さんも些細なことからでもいいので
活用してみてください。

高校生のとき、面白い授業をする
先生に出会えたことで、教科書を読
み込むほど生物が好きになりまし
た。教科書を読むうち、教科書の内
容を更新していく側の仕事に興味が
湧き、受験では研究活動に打ち込め
る本学を選びました。そのため入学
当初から大学院への進学を視野に入
れていましたが、４年次の研究室配
属で取り組んだ中枢神経の研究をこ
のまま続けたかったのも進学理由の
ひとつです。
たとえば、脳梗塞などで傷害を受
けた脳内では、運動機能を制御する
皮質脊髄路の神経ネットワークの再
構築により、損傷を受けていない側
の脳が運動機能を肩代わりすること
が知られています。しかし、傷害の
周辺部で実際にどのようなメカニズ
ムで神経ネットワークの再構築が起
きているのかはまだ明らかになって
いません。私は人間のおもしろさ
は、多様な個性や思考を生み出す脳
にあると思います。これからも脳に
関わる研究をここで続けていきたい
と思います。

植物遺伝学研究室に所属し、環
境に関わる仕事に魅力を感じてい
ましたが、就活支援講座でのアド
バイスもあり、はじめから業界を
絞らずに就活を始めました。学内
で開催される「業界職種研究セミ
ナー」ではさまざまな企業の説明
会に積極的に参加し、インターン
シップを通じて製紙業界や食品業
界に興味を持ちました。
企業研究をする中で、住宅資材

や健康食品など多種多様な事業を
展開する長浜市の新江州(株)に出
会いました。興味を持った業界の
複合企業が大学の近くにあり、こ
れからの事業拡大が見込まれるこ
とで、入社したい意欲が高まりま
した。
企業研究や自己分析といったイ

ンプットも大切ですが、その内容
を面接でアピール（アウトプッ
ト）できなければ選考は通過でき
ません。アウトプットは自分だけ
では対策できないことが多いで
す。友人やサポセンのスタッフに
相談しながらES添削や模擬面接
などのサービスを有効活用して、
納得内定をめざしてください。

溝口 佑真 さん
新江州（株）

中島 千華 さん
（株）メニコンネクト

篠木 紀行 さん
長浜バイオ大学 大学院

脳に関わる
研究を大学
院で継続

企業研究を
重ねて魅力
ある会社に
出会う

自分だけの
未来を見つ
けるために

食の根幹を
支える飼料
業界で働く

三山 真潮 さん
（株）LSIメディエンス

比嘉 愛花 さん
日本赤十字社 長浜赤十字病院

高校生のときから生物が得意で、
もっと学びたいと医療分野に興味を
持ちました。長浜バイオ大学は臨床
検査技師の専門分野だけではなく、
学部共通のバイオサイエンスの授業
で大好きな生物も学べたこと、少人
数制で指導を受けられることが魅力
でした。
就活を始めた時点では目標は曖昧
でした。そんな中、長浜赤十字病院
での臨地実習で現場の仕事を体験し
て感銘を受けました。患者様に対し
てさまざまな検査を重ねてアプロー
チする仕事は本当に楽しく、忙しい
中質問に丁寧に答えていただいた先
輩方のような臨床検査技師になりた
いと強く思ったのです。臨地実習を
終えて、すぐに就活を開始しまし
た。就活中は国家試験の勉強も重な
り不安になることもありましたが、
サポートセンターの方にたくさん励
ましていただきました。後輩のみな
さん、就活と国試の両立は大変です
が、大学の先生方やサポセンのス
タッフ、友人を頼り、進路に向けて
頑張ってください。

進路選択の理由や後輩へのアドバイスなど、コメントが寄せられました。

もともと治験に興味があり、病気
で苦しむ人に寄り添いたい思いが
あって医療分野をめざしました。診
断薬や医療機器の営業職を志望した
のは、多くの人の役に立ちたいとい
う思いを実現するために、人と関
わって話すことが好きだという自分
の強みを生かせると考えたからです。
就活に関しては、スピーディーに
動くことが肝心だと実感しました。
就職・キャリアサポートセンターの
スタッフやキャリアカウンセラーに
相談して、アドバイスをもらったり
面接の練習をしたりすることは、自
分一人で動くよりも多くの学びがあ
り、確実に前進できます。模擬面接
では厳しい指導もありましたが、丁
寧で的確なアドバイスをいただけま
した。じっくり話を聞いてもらえた
のもありがたかったです。バイオ大
学では利用制限がなくフリーで利用
できるので、後輩のみなさんには、
悩んだらサポセンに行って相談する
こと、キャリアカウンセリングを受
けることを強くお勧めします。

巻 頭 特 集 2

臨地実習で
技師の仕事
の魅力を発見

就活は
スピード勝負、
悩んだら
迷わず相談を

2022年度
学部卒業生

227名
の進路

その他の
進学等
17名大学院進学

61名

就職

149名

卒業生・修了生の

2022年度
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長浜市では、地元の高校生や大学生に若者
目線で地域活性に取り組んでもらおうと、“ま
ちあそび”をテーマにしたプロジェクトを推
進しています。このプロジェクトではびわ湖
東北部（長浜・米原・彦根）地域に在学する大
学生たちでネットワークを結成し、2023年
３月にそのキックオフイベントとして本学お
よび滋賀大学、滋賀県立大学が共同で企画し
た「黒壁散策スタンプラリー」と「謎解きウォー
キングラリー」を開催しました。
本学からもCELL部や命洸祭実行委員会の学

生が春休みを利用してイベントに協力し、中
でもCELL部のメンバーで３年次生の平山聡佐
さんは、企画会議の進行から当日の陣頭指揮
までイベント全体のリーダー役に抜擢されま
した。平山さんが担当したスタンプラリーで
は、「長浜の魅力を伝えたい」と黒壁スクエア
周辺の名所を巡ってクイズに答える形式に。
ゴブラン焼きなど長浜にちなんだ景品を用意
して、観光客を巻き込みながら地域の魅力を
発信することができました。

長浜市とタッグを組んで
まちあそびイベントを開催！

2023年3月13日、滋賀県立虎姫高等学校
で、女子生徒を対象とした講演会が行われ、
近藤真千子助教（フロンティアバイオサイエン
ス学科）と大学院生の梅田知晴さん（博士課程
後期課程3年）が講演を行いました。
この講演会は国際ソロプチミスト長浜が主

催する「夢を拓く―女子中高生のためのキャ
リアサポート」プログラムの一環として行わ
れました。国際ソロプチミスト長浜のメンバー
が2022年10月に虎姫高等学校のスーパーサ
イエンスハイスクール課題研究発表会に参加
し、科学を学ぶ女子生徒の発表を聞いたこと
がきっかけで、過去に国際ソロプチミスト長
浜のクラブ賞等を受賞して研究の支援を受け
てきた近藤先生と梅田さんに講演依頼があり、
実現したものです。
二人は女性科学者のキャリアデザインや自

らの研究の歩みについて語り、研究者を志す
20名の女子生徒に向けて、経験を基にしたア
ドバイスを贈りました。

虎姫高校で女子生徒に
キャリアアドバイス

　私が高校生の頃はキャリアについて考える機会はなかったので、
何か考えるヒントになればと思い、講演させていただきました。
講演会後に、生徒の皆さんから、具体的にどんなことをやって
いるか知ることができてよかったと感想をいただき、お話さ
せていただけてよかったと感じています。また、校長先生や
ソロプチミストの方から今後は男子高生の参加の検討や、さ
まざまな職業の方の講演会も開きたいというお話だったので、
このような取り組みが増えると良いなと思っています。

近藤 真千子先生 
（フロンティアバイオサイエンス学科 助教）

普段はCELL部で小学生を対象に科学実験を行っています。でも、今回
のようにまち単位の大きなイベントに関わるのは初めての経験
でした。しかも大勢の前でリーダーシップを発揮せねばなら
ず、最初は不安と緊張でいっぱいになりました。しかし、イ
ベント当日は参加してくれた皆さんから、「おもしろかった」
「よかったよ」という声をたくさん頂戴し、とてもやりがいを
感じることができました。また、他大学の学生のみならず、市
役所の職員の方や参加者の皆さんと交流を深めることがで
き、人と関わりながら物事の進め方を学べるよい機会に
もなりました。

平山 聡佐さん 
（フロンティアバイオサイエンス学科3年次生）

写真提供：長浜市市民活躍課

写真提供：滋賀夕刊新聞社

学部卒業生（2022年度卒業生）

大学院修了生（2022年度修了生）

2020年度2021年度2022年度

学部卒業生の進路・業種別

その他

公務員
小売関連 その他商社
その他製造

受託研究・検査
教育・研究機関

農水・畜産関連
動物関連
IT関連

理化学・医療機器関連

医療関連

化学関連
環境関連

食品関連

医薬品関連

対
面
で
の

採
用
活
動
が
復
活

コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ
イ
ン
が
主
流
で
あ
っ
た
就

職
活
動
は
、
2
0
2
2
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
落

ち
着
き
と
と
も
に
オ
ン
ラ
イ
ン
も
活
用
し
な
が
ら

対
面
で
の
選
考
・
面
接
を
実
施
す
る
企
業
が
増
加

し
ま
し
た
。
全
国
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
へ
の
慣

れ
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に

戸
惑
う
就
活
生
も
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

本
学
で
は
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
意
思
決
定
が
可
能
な

小
規
模
大
学
の
特
性
を
生
か
し
、
早
期
か
ら
実
験

実
習
を
含
む
多
く
の
授
業
で
対
面
を
復
活
し
、
就

職
活
動
支
援
に
お
い
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し

な
が
ら
、
な
る
べ
く
対
面
で
の
就
活
支
援
講
座
、

個
別
相
談
や
企
業
説
明
会
を
開
催
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
効
果
も
あ
り
、
2
0
2
2
年
度
卒
業

学部卒業生の

生
・
修
了
生
の
最
終
就
職
決
定
率
は
学
部
生
98
・

7
％
、
修
士
生
１
０
０
・
0
％
と
い
う
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

気
軽
に

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ

現
在
、
就
職
活
動
中
の
学
生
の
中
に
は
、
就
職

情
報
サ
イ
ト
の
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
や
友
人
の
就
活

状
況
に
焦
り
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
に
伴
い
、
昨

年
度
ま
で
採
用
を
縮
小
し
て
い
た
企
業
が
採
用
数

を
増
や
し
た
り
、
採
用
活
動
を
再
開
し
た
り
し

て
、
企
業
の
採
用
意
欲
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
就

職
活
動
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、
学
生
自
身
が
納

得
で
き
る
企
業
に
出
会
う
こ
と
で
す
。
納
得
の
い

く
就
職
活
動
を
す
る
た
め
に
は
、
焦
り
す
ぎ
ず
落

ち
着
く
こ
と
と
、
志
望
業
界
や
志
望
職
種
に
と
ら

わ
れ
す
ぎ
ず
に
広
い
視
野
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で

す
。本

学
の
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
は
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
担
当
職
員
が

常
駐
し
、
就
職
活
動
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
や
採

進 路 状 況

研究 ・ 開発 9.4％

SE ・ プログラマー
12.1％

営業 8.7％

職種別 技術
38.9％

臨床検査技師
10.1％

その他 8.7％

総合（一般）
12.1％

研究 ・ 開発
48.7％

技術
46.2％

営業
5.1％

職種別

業種別

環境関連
17.9％

医薬品関連
38.5％

化学関連
7.7％

理化学・
医療機器関連
5.1％

その他
17.9％

食品関連 ５.1％

その他製造
5.1％

農水・
畜産関連
2.6％

用
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
学
生
と
企
業
の
よ

り
良
い
マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
就
職

活
動
中
の
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
将
来
を
ま
だ
決
め

か
ね
て
い
る
低
年
次
生
も
含
め
、
相
談
内
容
に
応

じ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

92.3％が
就職先に満足

12.1％

業種別

医薬品関連 6.0％
理化学 ・ 医療機器関連
2.7％動物関連 2.0％

農水 ・ 畜産関連 4.0％

その他製造 8.1％

化学関連
6.0％

その他
19.4％

食品関連
14.8％

医療関連
13.4％

IT関連
10.1％

公務員
3.4％

環境関連
4.0％

小売関連 4.7％

教育・研究機関 0.7％
受託研究・検査 0.7％
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長
浜
バ
イ
オ
大
学
の
卒
業
式
・
学
位
授
与
式
を

2
0
2
3
年
3
月
18
日
に
挙
行
し
ま
し
た
。
来
賓
祝

辞
や
祝
電
披
露
な
ど
、
3
年
ぶ
り
に
コ
ロ
ナ
禍
前
の
式

次
第
に
戻
し
、
学
部
卒
業
生
2
2
7
名
と
大
学
院
修

了
生
43
名
の
門
出
を
祝
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
卒
業

生
・
修
了
生
に
対
し
保
護
者
1
名
で
の
出
席
を
お
願
い

し
て
、
久
々
に
保
護
者
も
見
守
る
な
か
で
の
式
典
と
な

り
ま
し
た
。

卒
業
生
、
修
了
生
の
総
代
に
、
蔡
晃
植
学
長
が
卒
業

証
書
・
学
位
記
を
手
渡
し
ま
し
た
。
式
辞
で
蔡
学
長
は

「
今
は
先
が
予
測
で
き
な
い
『
V
U
C
A
の
時
代
』
で

す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
大
き
な
影
響
、
大
雨
災
害
な
ど
、
想
定
外
の
出

来
事
が
起
き
て
い
ま
す
。
今
後
は
一
人
ひ
と
り
が
自
ら

の
能
力
を
高
め
、
素
早
く
行
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
」
と
、
卒
業
生
、
修
了
生
へ
の
期
待
を
述
べ
ま
し

た
。国

際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
長
浜
に
よ
る
ク
ラ
ブ
賞
授
与

式
が
、
2
0
2
3
年
2
月
21
日
に
北
ビ
ワ
コ
ホ
テ
ル

グ
ラ
ツ
ィ
エ
で
行
わ
れ
、
福
濵
綾
乃
さ
ん（
メ
デ
ィ
カ

ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
1
年
次
生
）に
リ
ジ
ョ
ナ

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ク
ラ
ブ
賞
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

授
与
式
で
は
、
松
井
喜
久
枝
会
長
よ
り
ク
ラ
ブ
賞
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
福
濵
さ
ん
は
今
回
の
ク
ラ
ブ
賞
授

与
に
あ
た
っ
て
「
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
長
浜
の
方
々

や
大
学
の
先
生
、
事
務
局
の
み
な
さ
ん
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
」
と
謝
意
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
高
校
時

代
は
物
理
選
択
で
生
物
を
履
修
し
て
お
ら
ず
、「
大
学

の
講
義
を
受
け
な
が
ら
、
高
校
生
物
の
内
容
も
自
分
で

学
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
努
力
を
続
け
て
、
将
来

は
創
薬
の
道
に
進
み
た
い
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

保護者も臨席、
卒業式を挙行

ソロプチミスト長浜が
クラブ賞を授与

NEWS
01

NEWS
04

2
0
2
3
年
度
の
長
浜
バ
イ
オ
大
学
入
学
式
を
、

4
月
1
日
に
挙
行
し
ま
し
た
。
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学

部
21
期
生
1
7
7
名
、
学
部
3
年
次
編
入
生
1
名
、

大
学
院
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
17
期
生
47
名（
博

士
課
程
前
期
課
程
46
名
、
同
後
期
課
程
1
名
）が
、
新

た
に
長
浜
の
地
で
学
び
を
開
始
し
ま
し
た
。
卒
業
式
同

様
、
通
常
の
式
次
第
で
執
り
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
着

任
し
た
本
学
初
の
女
性
学
長
で
あ
る
伊
藤
正
惠
学
長
が

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

新
入
生
を
代
表
し
て
、
粕
渕
幸
多
さ
ん（
米
原
高
校

卒
業
）と
森
池
優
雅
さ
ん（
長
浜
バ
イ
オ
大
学
大
学
院
博

士
課
程
前
期
課
程
修
了
）が
入
学
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

林
誠
学
部
長
が
新
入
生
代
表
の
山
下
あ
り
す
さ
ん（
長

浜
北
高
校
卒
業
）に
お
祝
い
の
花
束
を
贈
呈
し
、
本
学

校
歌
「
悠
久
の
街
」
が
流
れ
る
中
、
新
入
生
が
退
場
し

て
終
了
し
ま
し
た
。

2
0
2
3
年
3
月
24
日
、
1
年
次
生
の
生
活
や
学

修
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
学
生
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
「
ぴ
あ
サ

ポ
」の
2
0
2
2
年
度
ベ
ス
ト
チ
ュ
ー
タ
ー
賞
受
賞
者

が
発
表
さ
れ
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ぴ
あ
サ
ポ
メ
ン
バ
ー
の
中
で
も
特
に
、
適
切
な
新
入

生
支
援
を
行
い
、
ぴ
あ
サ
ポ
組
織
内
の
信
頼
も
厚
く
、

活
動
に
貢
献
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
6
名
が
選
ば

れ
、
学
習
支
援
推
進
室
長
の
長
谷
川
慎
教
授
か
ら
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

2
0
2
3
年
度
の
ぴ
あ
サ
ポ
は
2
0
2
2
年
度
内

か
ら
す
で
に
新
体
制
が
始
動
し
て
、
新
入
生
を
迎
え
る

準
備
を
し
て
い
ま
し
た
。
ベ
ス
ト
チ
ュ
ー
タ
ー
賞
受
賞

者
の
中
に
は
、
2
0
2
3
年
度
も
継
続
し
て
活
動
す

る
メ
ン
バ
ー
も
い
て
、
ぴ
あ
サ
ポ
の
活
動
や
新
人

チ
ュ
ー
タ
ー
を
引
っ
張
っ
て
い
く
役
割
が
期
待
さ
れ
ま

す
。 満開の桜のもとでの

入学式
ぴあサポ
「ベストチューター」を表彰

NEWS
02

NEWS
05

2
0
2
3
年
3
月
15
日
、
社
団
法
人
日
本
実
験
動

物
協
会
が
実
施
し
た
2
0
2
2（
令
和
4
）年
度
実
験

動
物
技
術
者
1
級
認
定
試
験
の
合
格
者
の
学
生
表
彰
を

行
い
ま
し
た
。

ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
お
よ
び
大
学
院

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
の
学
生
、
合
わ
せ
て
4
名

が
1
級
に
合
格
し
ま
し
た
。
中
野
夢
太
さ
ん（
ア
ニ
マ

ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
3
年
次
生
）は
合
格
者
の

中
で
も
「
成
績
優
秀
者
」
と
し
て
、
協
会
か
ら
の
表
彰

も
受
け
ま
し
た
。

表
彰
状
と
副
賞
が
蔡
晃
植
学
長
よ
り
手
渡
さ
れ
、

「
資
格
は
取
得
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
こ
こ
か
ら
が

ス
タ
ー
ト
で
す
。
今
後
も
技
術
の
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
を
」
と
学
生
を
激
励
し
ま
し
た
。
中
村
肇

伸
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
長
は
「
今
回
の

試
験
は
変
更
点
も
あ
り
難
し
か
っ
た
中
、
努
力
し
て
合

格
し
た
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

齊
藤
修
教
授（
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

が
、
N
H
K
総
合
の
番
組
「
所
さ
ん
！
事
件
で
す
よ
」

に
出
演
し
ま
し
た
。

2
0
2
3
年
2
月
16
日
放
送
の
「
秋
田
犬
が
殺
処

分
⁉ 
天
然
記
念
物
の
事
件
簿
」
で
、
外
来
種
と
の
交
雑

が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
特
別
天
然
記
念
物
の
オ

オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
夏
に
滋
賀
県
内
で
発
見
、
保
護
さ
れ

た
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
、
I
C
チ
ッ
プ
の
デ
ー

タ
を
調
べ
た
結
果
、
兵
庫
県
出
身
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
、
約
2
か
月
間
本
学
の
水
族
実
験
施
設
で
過
ご
し
た

後
、
ふ
る
さ
と
の
川
に
帰
り
ま
し
た
。
保
護
と
調
査
を

行
っ
た
齊
藤
先
生
は
、
ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど
を
使
い
な
が

ら
調
査
に
つ
い
て
説
明
し
、「
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

に
触
れ
た
り
移
動
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
は
決
し
て
し
な

い
で
ほ
し
い
」と
訴
え
ま
し
た
。

実験動物技術者1級に
4名が合格

齊藤修教授が
NHKの番組に出演

NEWS
03

NEWS
06

CampusCampusNewsNews 多彩な
教育研究活動や地域

活動
大学公式Instagram始めました！
気軽にフォローをお願いします。
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本学では、修学の意志があるにも関わらず、家計状況
により修学が困難となっている学生を経済的に援助する
目的の「長浜バイオ大学家計急変奨学金」と「長浜バイ
オ大学学費支援奨学金」があります。

申請にはいくつか要件があり、家計収入に基準があり
ますので、詳しくは5月中旬に開催する説明会で要項を
配布の上、詳細を説明いたします。申請資格等のご相談
は学生生活支援担当で行っています。

「長浜バイオ大学家計急変奨学金」
「長浜バイオ大学学費支援奨学金」の募集について

2023年度学内奨学金の選考について

【家計急変奨学金の内容】（予定） 【学費支援奨学金の内容】（予定） 

給付金額 上限30万円
（年間1回限り給付。返還の必要はありません。）

募集要項配付 前期5月下旬 ／ 後期10月下旬

申請期間 前期　（募集は終了しました）
後期　11月中旬

給付時期 前期7月末日 ／ 後期1月末日

募集人数 前後期各5名

給付金額
20万円
（年間1回限り給付。4か年で最大4回の受給可
能。返還の必要はありません。）

募集要項配付 前期5月下旬 ／ 後期10月下旬

申請期間

前期　（募集は終了しました）
後期　11月中旬
※ 学部生・院生とも、1年次については
後期セメスターから募集します。

給付時期 前期7月末日 ／ 後期1月末日

募集人数 前後期各7名
※家計急変奨学金との併用受給はできません。

本学では、今後の大学教育活動の改善（授業方法の改善・充実等）のため、本学を卒業
して数年経過した皆さんを対象として、アンケートを実施しています。大学へ登録して
いる連絡先携帯電話番号へショートメールにて案内をお送りします（例年秋頃）。このよ
うなイメージでみなさんのスマホに到着します。 リンクをクリックすると、必ず「長
浜バイオ大学の公式 HP」が表示されます。個人情報を強制的に入力させることもあり
ません。卒業後、さまざまな分野で活躍される皆さんのご意見を頂戴することで、今後
の大学運営の参考とさせていただきたいと思いますので、ご協力をお願いいたします。

卒業生のみなさんへ・アンケート実施のお知らせ

〈学部〉 
　前年度の学業成績優秀者に対して1年間支給される学内奨学金（33,000円/月を給付）とサポーター奨学金（20,000
円/月を給付）の奨学生が以下の通り決定しました。

学部2年次生　持田 緑、加治 希乃佳、米澤 実佑、大橋 錬
学部3年次生　 小川 愛楽、野口 春果、藤井 真菜、嶋 歩乃香
学部4年次生　井口 翔太、中井 咲輝、中野 夢太、岩田 直樹

学部2年次生　　園田 暁士
学部3年次生　　三林 さくら
学部4年次生　　山内 響生

長浜バイオ大学　学内奨学金 長浜バイオ大学　サポーター奨学金

〈大学院〉 
　前年度の学業成績優秀者に対して1年間支給される学内奨学金（30, 000円/月を給付）とサポーター奨学金（20, 000
円/月を給付）の奨学生が以下の通り決定しました。

博士課程前期課程1年　川原 和見、西谷 悠、中川 いづみ
博士課程前期課程2年　小森 美咲、安田 直樹、藤原 伯羽
博士課程後期課程3年　梅田 知晴

博士課程前期課程1年　小西 吟知
博士課程前期課程2年　橋本 朱理、木村 なつみ

長浜バイオ大学　学内奨学金 長浜バイオ大学　サポーター奨学金

保護者懇談会は新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、2020年から3年連続で中止していました。今年度
は現在のコロナ禍における対応の趨勢を鑑みて、保護者
懇談会を2023年6月18日（日）に対面で開催いたしま
す。4年ぶりの開催となる懇談会は、「全体説明会・テー
マ別グループ懇談会」の2つのプログラムで構成してい

ます。
開催案内詳細および参加申込書は郵送でご案内した通

りですが、久々の対面での懇談会となります。全体説明
会では教学や学生支援の説明のほか、学生による活動の
紹介も行います。

保護者懇談会の開催

本学では、学生の皆さんの授業、課外活動等における
けが等は、（財）日本国際教育支援協会の「学生教育研究
災害傷害保険（学研災）」「接触感染予防保険金支払特約
（接触感染特約）」の補償制度により補償します（全学生
が加入済）。また、学研災に関連するその他の保険には、
学生の皆さんに任意で加入していただく「通学中等傷害

危険担保特約（通学特約）」「学研災付帯賠償責任保険（学
研賠）」「学研災付帯学生生活総合保険（付帯学総）」があ
ります。申し込み、相談は学生生活支援担当で行ってい
ます。保険の内容、保険料等の詳細は、スタディ・ガイ
ドに記載しています。

在学中の各種補償制度について

日本学生支援機構の奨学金は、通常4月と9月に定期採用の募集を
行っています。ただし、保証人などの失職、死亡、被災等の理由によ
り家計の急変が認められた場合は、「緊急採用（第一種・無利子）」ま
たは「応急採用（第二種・有利子）に申し込める場合があります。これ
らの申し込みは家計急変の事由が発生してから12ヵ月以内に限られ
ますので、申し込み、相談は学生生活支援担当で行っています。

日本学生支援機構奨学金について
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新学長・新研究科長・新学部長と2023
年4月1日付で新しく着任した教員、役
職教職員をご紹介します。

今年度の役職教職員

教学マネジメント体制

理事長
若林　浩文
学長
伊藤　正惠
学部長
林　　　誠
研究科長
白井　　剛

大学からの
お知らせ

着任の挨拶と抱負が寄せられました。

新学長・新学部長・新研究科長が就任

2023年4月1日付で、以下の教員が本学に赴任いたしました。

新任の教員

教授　清水 正宏
•博士（工学）（名古屋大学）
• 名古屋大学大学院工学研究科博士後期課程修了
専門分野  バイオロボティクス

准教授　大橋 英治
•博士（理学）（京都大学）
•京都大学大学院理学研究科博士課程後期課程修了
専門分野  分子生物学、生化学

本年度から学部長に就任いたしました。新型コロナウイル
スの流行は一般の方々にＰＣＲや抗体検査などの技術が浸透
するきっかけになりました。これら以外にもバイオサイエン
スによって次々に作り出される新技術が、医薬、農畜水産、
食品、環境など幅広い産業で活躍しています。前任の先生方
の運営を引き継ぎながら不断の学部改革を実行し、最先端の
バイオサイエンス技術によって地域社会に貢献する人材の育
成に努めて参ります。

1962年生まれ、愛知県出身。農学博士（名古屋
大学）。1984年3月静岡大学理学部生物学科卒
業、1989年3月名古屋大学大学院農学研究科
博士課程（後期課程）修了。東北大学大学院農学
研究科助教授、自然科学研究機構基礎生物学研
究所助教授、総合研究大学院大学生命科学研究
科准教授を経て、2013年に本学教授に就任。
専門分野は植物生理学、細胞生化学。

●略歴

伊藤 正惠
学長

長浜バイオ大学は、2023年、創立20周年を迎えました。
この20年の間にバイオサイエンスは、医学・薬学・農学・
理学・工学などあらゆる分野の基盤科学へと発展しました。
今後は、バイオサイエンスで何をするかが問われます。長浜
という環境を生かして地域とも連携しながら「ここでしかで
きない」「長浜バイオ大学だからできる」独創的な研究を展開
し、発想力を持ち考え行動できる人を育てる教育を推進して
いきたいと考えています。

1958年生まれ、兵庫県出身。医学博士（神戸大
学）。1980年3月京都大学農学部食品工学科
卒業、1987年3月神戸大学大学院医学研究科
博士課程単位取得退学。神戸大学医学部助手、
同講師、大阪府立公衆衛生研究所（現：（地独）
大阪健康安全基盤研究所）主任研究員を経て、
2004年に本学教授に就任。専門分野は微生物
学（ウイルス学）。

●略歴

大学も大学院も大きな変化を求められる時代に研究科長と
なり、責任の重さに躊躇するとともに身の引き締まる思いで
す。専門的な職業に就くためには大学院進学が事実上必須条
件となりつつある現代において、高い研究レベルを維持し、
なおかつ院生諸君のスキルを最も効果的に発展させるため
に、研究科のカリキュラムやシステムをどのように変えて行
けば良いのか？簡単な問題ではありませんが、教職員一同お
よび院生諸君とともに考え実践して行ければと考えていま
す。みなさんのご協力をお願い申し上げます。

1966年生まれ、香川県出身。博士（理学）（名古
屋大学）。1990年3月名古屋大学理学部生物学
科卒業、1994年3月名古屋大学大学院理学研
究科博士後期課程生物学専攻退学。名古屋大学
工学部助手、同大学院工学研究科助手、生物分子
工学研究所主任研究員を経て、2005年に本学
教授に就任。専門分野は構造情報生物学。

●略歴

フロンティアバイオサイエンス学科長
長谷川　慎
アニマルバイオサイエンス学科長
中村　肇伸
メディカルバイオサイエンス学科長
亀村　和生
事務局長
奥村　忠一

学生教育推進機構長
亀村　和生
研究推進機構長
中村　肇伸
学生生活支援機構長
河合　　靖
大学院教育推進機構長
白井　　剛

学習支援推進室長
岩本　昌子
教育・学術情報センター長
白井　　剛
地域連携・産官学連携推進室長
長谷川　慎
就職・キャリア推進室長
坂井　伸彰

アドミッションセンター長
伊藤　正惠
ゲノム編集研究所長
齊藤　　修
IR室長
塩生　真史
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学部長 研究科長
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CELL部は主に小学生を対象として、実験を通し
て化学や物理、生物といった理科科目に興味を持っ
てもらう活動を行っています。実験にはスライムの
ような市販物だけでできる簡単なものから、ケミカ
ルライトのような薬品などを使った難しいものまで
あり、時には2・3 歳の子どもから保護者まで楽し
んでいただいています。お祭りの出店のような予約
の要らない活動にも参加しているので、興味のある
方はぜひ足を運んでみてください。また、CELL 部
ではInstagram（cell.club.bio）を中心に活動風景を
アップしているのでぜひご覧ください。

ボードゲームの世界をご存知ですか？
皆さんも子どもの頃にオセロやトランプでお友達

と遊んだ経験があるかと思います。ボードゲームは
コマやカード、ときにはサイコロなんかを使って遊
ぶ、アナログなゲームです。皆さんが知らないとこ
ろでボードゲームは大きな発展を遂げています。人
狼ゲームだったら騙し合い、カタンでは駆け引き、
ナンジャモンジャのように反射神経を問われるゲー
ムなども！デジタルゲームでは得られない感動的な
経験がきっとできます！
ボードゲームサークルでは、部員同士はもちろ

ん、地域の方々ともボードゲームを用いた交流を
行っています。人と素敵な関係を結べるボードゲー
ムで、皆さんも遊んでみてくださいね！

私たち野球部NABITは、野球を楽しくやること
をモットーに活動しています。練習は隔週の月曜日
15時からと月一の土日13時から行っています。
練習はみんなが楽しくやることを第一に考え、そ

の中で個々のスキルアップをめざし、そして夏休み
に開催される大会に出場します。その大会で一つで
も多く勝つこと、そして優勝をめざしています。
現在、部員はマネージャー含め27人で活動して

おり、先輩、後輩や初心者、経験者などの壁はなく
全員で和気あいあいの良い雰囲気です。少しでも野
球に興味がある人、マネージャーをやってみたいと
思う人は気兼ねなく見学や体験に来てください。

野球部

野球を楽しんで勝利をめざす

CELL 部

ボードゲーム
サークル

子どもたちと楽しく理科実験
部長 小幡 夏鈴さん フロンティアバイオサイエンス学科３年次生

部長 大野 聖海さん フロンティアバイオサイエンス学科３年次生

講義＆実習  ピックアップ
今回は2年次生、3年次生の実験授業を紹介します。

応用実験Ⅰ（DNA系）

F専門実験ⅠB（植物環境系）

私は医薬品に興味があるので、創薬に関わる基礎操作を学べるDNA系実験
は非常にやりがいを感じています。始めはDNAや実験に対しての理解が低
く、他の人からは一歩遅れた所からのスタートでしたが、先生方の手厚い
サポートがあり、自分の苦手な、または得意な分野を理解し、実験の楽し
さを感じることができました。また、先生から実験
の失敗談や成功談を聞くことで注意点や面白さを知
ることができました。PCR法を活用することは近年
のバイオテクノロジーを学ぶのに最適なので、理解
を深めるため意欲的に取り組むよう心掛けています。

大川 晴さん
 メディカルバイオサイエンス学科2年次生

自分たちの身近にある植物を採取して、その個体を観察したり、PCRを使っ
たりして種を同定するという、非常にユニークで有意義な実習だと思いま
す。私は当初、大学の周辺で植物採取を試みましたが、あまり気に入るも
のがなく、琵琶湖の周辺まで足を伸ばして３種類の植物を採取しました。植
物の中には園芸種といって、人為的に交配・選抜を
繰り返したことにより、見た目はかなり違っても塩
基配列がほとんど同じ種も存在しています。そのあ
たりも大変興味深いですし、実験を重ねるごとに自
分の手技が上達していくのも楽しいと感じています。

松山 茂樹さん
 フロンティアバイオサイエンス学科3年次生

DNAを増幅するPCR法を用いて
菌種を同定する手法を学ぶ

遺伝子工学において極めて重要な基礎技術であるPCR
法を用いた菌種の同定方法を習得する実習です。この実
験では異なる外来DNAを持つ遺伝子組み換え大腸菌を
モデルとし、PCRで増えたDNAの長さと各遺伝子組み
換え大腸菌が持つ外来DNAの長さを比較することにより
菌種の同定を行います。
なお、PCRでは目的の菌の存在を確認できても、生き

ているか、死んでいるかを判定することはできません。
そのため、生きている菌種を同定するために、試料を培
養して生きている菌だけをPCRに用いる必要があります。
さらには制限酵素でPCR産物を切断し、DNA断片の長
さや切断パターンから菌種を特定する方法も学びます。

（担当：宇佐美 昭二先生）

形態観察とデータ解析の両面から
総合的な植物種の同定をめざす

本実習では学生が自ら採取した植物種の同定を、形態
観察とデータ解析の両面から試みます。まずは図鑑と照
らし合わせて、花のかたちや葉の付き方など形態的な特
徴から学名を同定します。次に植物の葉から抽出したゲノ
ムDNAを用いて、植物に共通して保存されている光合成
に関連する遺伝子（RuBisCO大サブユニット遺伝子）およ
びrRNA遺伝子をPCRで増幅します。さらにPCRの増幅
産物から塩基配列を決定し、ゲノムデータベース上の配
列情報との比較照合を行います。
最終的に同定に至ったプロセスを発表してもらいます

が、本実習では基本的なゲノム解析の習熟だけでなく、自
らの結論をきちんと相手に伝える力も重要視しています。 
 （担当：林 誠先生 他）

水・木曜日
3・4・5限目

一緒にわくわく♪笑顔を共有！
部長 平山 聡佐さん フロンティアバイオサイエンス学科３年次生

水・木曜日
3・4・5限目
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2022 年度は、以下の政府機関、企業、団体から大変多くのご支援をいただきました。これらのご支援により、教育・
研究活動を大きく進めることができました。心より感謝申し上げます。なお、契約による守秘義務の関係で、この一
覧に掲載していない企業との共同研究があることを申し添えます。

2022 年度　外部研究資金の獲得状況
研究活動

学科 受入教員 職位
（2022年度） 助成団体 助成金名称 研究題目等

フ
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ン
テ
ィ
ア
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

白井 剛 教授

日本学術振興会 科学研究費助成事業　基盤B（一般） 疾患－治療薬経路グラフの高次元化研究
日本学術振興会 科学研究費助成事業　基盤A(一般)研究分担者 新規テクノロジー開発を見据えた新規Casタンパク質候補の機能解析
日本学術振興会 科学研究費助成事業　基盤B（一般） 研究分担者 天然変性ヒストン様蛋白質による、結核菌の個性の創出と多様性獲得の分子機構

日本医療研究開発機構 革新的先端研究開発支援事業
ユニットタイプ（AMED-CREST） IDR構造モデリングとホットスポット予測のためのデータサイエンス

大森 義裕 教授
日本学術振興会 科学研究費助成事業　基盤B（一般） キンギョ変異体を用いたゲノム解析によるヒト遺伝性疾患発症機構の解明

公財）武田科学振興財団 生命科学研究助成 シングルセルオミクス解析による脊椎動物の網膜神経における全ゲノム重複後の視覚機
能進化と網膜変性発症機構の解明

向 由起夫 教授 日本学術振興会 科学研究費助成事業　基盤C（一般） ポリリン酸はなぜ液胞に隔離されている？－細胞質ポリリンによる細胞機能障害の解明－
蔡 晃植 教授 日本学術振興会 科学研究費助成事業　挑戦的研究(萌芽) 新たなグリーンイノベーション実現に貢献するコリンによる植物生育促進の機構解明

西郷 甲矢人 教授

日本学術振興会 科学研究費助成事業　基盤A（一般） 研究分担者 意識変容の現象学──哲学・数学・神経科学・ロボティクスによる学際的アプローチ
日本学術振興会 科学研究費助成事業　学術変革領域研究B 研究分担者 クオリア構造を解明するための大規模心理物理実験と数理現象学モデル
日本学術振興会 科学研究費助成事業　基盤C（一般） 研究分担者 量子古典対応および量子カオスの観点に基づくグラフの増大列の解析とその応用
日本学術振興会 科学研究費助成事業　基盤C（一般） 研究分担者 グラフの増大列に関する量子カオス現象の解析
日本学術振興会 科学研究費助成事業　挑戦的研究(開拓) 研究分担者 量子確率論を用いた量子論的認知神経科学研究の基盤開拓
一般社団法人
ドレスト光子研究起点 ドレスト光子に係る基礎理論研究 オフシェル科学共同研究費補助金

長谷川 慎 教授
科学技術振興機構 A-STEPトライアウト 空気中のウイルス検出システムの開発

滋賀県 滋賀テックプランター試作支援補助金 小型エアロゾル捕集装置に利用できるバイオエアロゾル「ウイルス検出キット」の試作開発

石川 聖人 准教授
日本学術振興会 科学研究費助成事業　基盤B(一般) ナノファイバータンパク質の分子紡績
日本学術振興会 科学研究費助成事業　学術変革領域研究Ａ 人工細胞バイオフィルムのボトムアップ構築
科学技術振興機構 戦略的創造研究推進事業・個人研究型（さきがけ） リピート配列の相同組換えを保護する細菌ゲノムの分子基盤・細胞制御技術の創出

塩生 真史 准教授 日本学術振興会 科学研究費助成事業　基盤B(一般) 補因子結合予測と実験検証の組み合わせにより未同定の酵素を明らかにできるか？

依田 隆夫 准教授
日本学術振興会 科学研究費助成事業　学術変革領域研究Ａ 非ドメイン型バイオポリマーの分子動力学計算
日本学術振興会 科学研究費助成事業　基盤C（一般） 抗微生物ペプチドCryptdin-4多量体の膜透過過程と活性機構の解明
日本学術振興会 科学研究費助成事業　学術変革領域研究Ａ 研究分担者 非ドメイン型バイオポリマー領域の組織運営

Kennedy Olivia 講師 日本学術振興会 科学研究費助成事業　基盤C（一般） 研究分担者 The use of virtual exchange and cross-cultural collaborative learning in higher education
獅子王 信江 助教 日本学術振興会 科学研究費助成事業　基盤C（一般） 末梢神経再生時におけるコレステロール制御の重要性に対する治療効果の可能性について
久保 健一 助教 日本学術振興会 科学研究費助成事業　基盤C(一般) 非自己認識型自家不和合性における自己花粉管伸長阻害メカニズムの解明

今村 比呂志 助教 日本学術振興会 科学研究費助成事業　基盤C（一般） 蛋白質医薬品の物理劣化の"早期診断"法
日本学術振興会 科学研究費助成事業　基盤B（一般） 研究分担者 高分子ナノミセルの相互作用場に立脚した治療薬徐放作用の起源に関する研究

近藤 真千子 助教 日本学術振興会 科学研究費助成事業　基盤C(一般) イネ褐条病細菌の二面的機能を持つエフェクターによるイネ病徴発現機構の解明
日本学術振興会 科学研究費助成事業　若手研究 新規IPPT分子によるイネの免疫誘導と病徴発現の制御機構の解明

神村 麻友 助教 日本学術振興会 科学研究費助成事業　研究活動スタート支援 イネのCa 2+依存性プロテインキナーゼ8による抗菌タンパク質分泌制御機構の解明
フ
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伊藤 洋志 准教授
日本学術振興会 科学研究費助成事業　若手研究 オートファジーを介したオートクラインによる好中球の機能制御機構の解明

厚生労働省 厚生労働科学研究費補助金　研究分担者 臨床検査技術を応用した自然毒成分の新たな検出・定量法の樹立

山本 哲志 准教授 日本学術振興会 科学研究費助成事業　若手研究 デュシェンヌ型筋ジストロフィーの心電図異常が示す病態的意義の解明
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佐々木 真一 教授 日本学術振興会 科学研究費助成事業　基盤C（一般） パンクロマティック有機色素の創製を基盤とするエネルギー変換デバイスの開発

奈良 篤樹 准教授 日本学術振興会 科学研究費助成事業　基盤C（一般） 胎盤細胞で働くエンドソーム膜タンパク質MLN 64のコレステロール輸送における機能

中村 卓 准教授 日本学術振興会 科学研究費助成事業　基盤C（一般） 研究分担者 水中残留化学物質の生態系曝露量を精度高くモニタリングする改良型POCISの開発

保科 亮 助教 日本学術振興会 科学研究費助成事業　基盤C（一般） 藻類共生型原生動物の多様性・生態的意義の探求と進化に関する研究

知名 秀泰 助教 日本学術振興会 科学研究費助成事業　若手研究 革新的ハロゲン制御型ラクトン化酵素と有機触媒系ハイブリッド補因子の創製
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倉林 敦 教授 日本学術振興会 科学研究費助成事業　基盤B（一般） マダガスカルでの遺伝子水平伝播パンデミックとヘビによる世界的な伝播因子拡散の実証
中村 肇伸 教授 日本学術振興会 科学研究費助成事業　新学術領域（公募研究） 2細胞期様細胞の長期培養法の確立と亜集団の同定
齊藤 修 教授 日本学術振興会 科学研究費助成事業　基盤C(一般) 異なる低温環境に棲む４種の有尾両生類の侵害温度センサーの特性解明

小倉 淳 教授

日本学術振興会 科学研究費助成事業　挑戦的研究（萌芽） 巨大ウイルスのクロレラへの全ゲノム挿入とクロレラ-ミドリゾウリムシ共生進化機構
日本学術振興会 科学研究費助成事業　基盤C(一般) 研究分担者 時系列ネットワークにおけるランキング変動要因推定と炎症進行分析への応用
生物系特定産業技術
研究支援センター ムーンショット型農林水産研究開発事業 地球規模の食料問題の解決と人類の宇宙進出に向けた昆虫が支える循環型食料生産シ

ステムの開発
生物系特定産業技術
研究支援センター スタートアップ総合支援プログラム（SBIR支援） 微細藻類によるマイクロプラスチック除去技術を利用した高付加価値水質浄化槽の陸上

養殖施設への展開
科学技術振興機構 共創の場形成支援プログラム本格型 マイクロプラスチックフリーの飼育水および昆虫由来代替資料開発
G- 7奨学財団 G- 7奨学財団研究開発助成事業 微細藻類を利用したサスティナブルな水産養殖システムの開発

竹花 佑介 准教授 日本学術振興会 科学研究費助成事業　基盤B（一般） XY型からZW型への性決定システムの進化
阪上 起世 助教 日本学術振興会 科学研究費助成事業　挑戦的研究（萌芽） 神経変性疾患の発症メカニズム解明を目的としたノックインマウスの開発
田邉 瑠里子 助手 日本学術振興会 科学研究費助成事業　若手研究 新規血管造影剤を用いた実験小動物の血管走行性データベース作成と診断への応用
古田 明日香 助手 日本学術振興会 科学研究費助成事業　研究活動スタート支援 脂肪滴を指標とした真の全能性細胞の同定と長期培養法の確立

里村 和浩 プロジェクト
特任講師 日本学術振興会 科学研究費助成事業　若手研究 補償的復帰置換を用いた分子進化における弱有益変異の頻度と影響の調査

客
員
教
授

山本 博章 客員教授 日本学術振興会 科学研究費助成事業　学術変革領域研究Ａ 乾癬遺伝子による毛におけるメラニン色素の周期的な繰り返しパターン形成機構の解析
郷 通子 客員教授 日本学術振興会 科学研究費助成事業　国際共同研究加速基金 研究分担者 高等教育におけるSTEM分野のジェンダー平等推進に関する国際比較研究
水上 民夫 客員教授 日本学術振興会 科学研究費助成事業　挑戦的研究（開拓） 研究分担者 鼻粘膜中の病因タンパクのプリオン活性を検出するAI技術の開発と認知症診断への応用
池本 正生 客員教授 日本学術振興会 科学研究費助成事業　基盤C（一般） 研究分担者 間質性肺炎に対する新規マクロファージ抑制タンパク質の抗炎症・線維化作用の検討

大
学
院
生

神林 千晶 日本学術振興会
特別研究員 日本学術振興会 科学研究費助成事業　特別研究員奨励費 異質三倍体ブラーミニメクラヘビの現生親種系統の探索とミトゲノム両性遺伝現象の実証

梅田 知晴 日本学術振興会
特別研究員 日本学術振興会 科学研究費助成事業　特別研究員奨励費 ポリリン酸の蓄積による分裂寿命短縮機構の解明

原口 大生 日本学術振興会
特別研究員 日本学術振興会 科学研究費助成事業　特別研究員奨励費 全能性細胞特異的遺伝子を用いた高品質iPS細胞の作製

博士
研究員 富原 壮真 日本学術振興会

特別研究員 日本学術振興会 科学研究費助成事業　特別研究員奨励費 雄のスニーカー行動を司る神経遺伝学的メカニズム

障害学生支援に係る教職員研修会は、障害者差別解
消法の施行後に毎年実施しているものです。

2023年２月28日に障害学生支援教職員研修会が開催
された。

２部構成で、第１部で本学での活動の現状について説明
があり、第２部では外部講師による講演があった。
第１部は15分ほどで、障害者差別解消法に則るという

方針とそれに沿って支援している現状が簡潔に説明され
た。本学における規程や支援体制、支援範囲等について、
わかりやすい解説により理解が深まった。今回初めて知っ
たことだが、支援対象者は制度上、配慮を依頼した者に限
られているものの、そのように申請はしないけれど支援が
必要な者は想定され、そのような者が漏れることを防ぐよ
うな取り組みも試みられており、真摯に努力されていると
感じた。
一方、支援担当者が限られており、不測の事態があった

場合に支援が滞る危険性が指摘されていた。
また、JASSO（日本学生支援機構）の YouTube チャン

ネルで「改正障害者差別解消法の施行に向けて」と題して
オンラインセミナーが一般にも公開されており（https://
youtu.be/IB 95y 3ff WTo）、理解を深めるために視聴が
推奨された。
第２部では、すっかりおなじみになった大津市発達障害

者支援センター長の小崎大陽先生を招いて、「『発達障害』
の基本的な理解・支援を進めるために」というタイトルで、
１時間ほどでご講演頂いた。
発達障害に焦点を当て、個別の支援事例を３例挙げて具

体的な支援内容と方針について解説されていた。ポイント

として挙げておられたのは、支援対象者は多様であるとい
うことであった。そのため、支援はケースバイケースにな
らざるを得ず、簡単にはマニュアル化できない。このよう
であると自分が支援者となった場合にちゃんとできるだろ
うかと不安になるものの、事例を示すのに加え、簡単な
ワークをして体験しながら、ポイントを具体的に解説して
頂いた。ケース毎に状況は異なるけれど、「合理的配慮を
外さない」という根本的な方針を示して下さったので、大
変勉強になった。また、本学における事例についての質問
にも、似たケースにおける他大学での取り組みを豊富に紹
介しつつ、とても丁寧な解説と回答を頂いた。
解説して頂いた内容は、発達障害学生への指導だけに留

まらず、一般的な指導にも生かせるものであり、大変有意
義な研修会であった。 
（池内 俊貴准教授、フロンティアバイオサイエンス学科）

2023年２月28日に障害学生支援をテーマとした教職
員研修会が行われました。2部構成の研修内容で、第

1部は亀村先生による本学における障害学生支援の現状に
ついての報告と確認が示され、第２部では大津市発達障害
者支援センターの小崎先生による「『発達障害』の基本的な
理解・支援を進めるために」というテーマで講義が進めら
れました。自閉症、ADHD、LDの違いという基本的な再
認識から、過去の具体的な事例、さらには事前の質問に対
する解説等大変分かりやすい内容でした。
特に事例紹介の内容は、過去の学科の学生や研究室の学

生等で、完全には当てはまらなくても近い症状の学生を思
い出し、その時どのように対応、支援すれば良かったの
か、参考になるお話ばかりでした。対応した当時は、なぜ

そのような反応や解釈をするのだろう、と疑問に思うこと
もありましたが、それは私の曖昧な指示、直接的ではない
回りくどい表現が原因であったのではないか、と反省させ
られました。限りなくグレーに近い学生も、診断名が付く
ことを親や本人が恐れカウンセリングに足が向かないケー
スが多いですが、自己理解や特性の生かし方の点からもカ
ウンセリングに上手く向き合わせるように仕向けるべきと
強く認識しました。
時間制限のため全ての事前質問に対する解説は聞くこと

が出来ませんでしたが、配布資料の中には聞きたかった内
容も見受けられ、後半の具体的な事例を用いた解説の方を
メインでの研修会を期待致します。
 （河内 浩行教授、アニマルバイオサイエンス学科）

『発達障害』の基本的な理解・支援を進めるために
～「合理的配慮」提供の義務化に備えて～
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バイオサイエンスの最先端で多様な研究の成果が、
次々に国際科学誌に発表されています。

地
球
上
に
は
多
様
な
温
度
環
境
が
あ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
生
物
が
そ
の
環
境
に
適
応
し
な
が
ら

生
命
活
動
を
営
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年

の
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
、
暑
さ
を
嫌
っ
て
涼

し
い
環
境
を
好
む
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
や
イ
モ
リ

な
ど
の
有
尾
両
生
類
が
急
速
に
絶
滅
の
危
機
に

瀕
し
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
な
ぜ
彼
ら
は
涼
し

い
環
境
を
好
む
の
か
。
私
た
ち
ヒ
ト
や
多
く
の

動
物
が
持
つ
熱
さ
を
感
知
す
る
セ
ン
サ
ー
と
は

何
が
違
う
の
か
。
そ
の
謎
に
つ
い
て
は
ま
っ
た

く
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
本
学
の
齊
藤
修
先
生
、
白
井
剛
先

生
、
堀
翔
悟
助
手
、
自
然
科
学
研
究
機
構
生
理

学
研
究
所
は
、
動
物
の
主
要
な
高
温
セ
ン
サ
ー

で
あ
るTRPV

1

が
有
尾
両
生
類
に
お
い
て

30
℃
前
後
で
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
を
発
見
。
ヒ

ト
や
マ
ウ
ス
に
比
べ
て
10
℃
近
く
も
低
い
温
度

で
活
性
化
す
る
特
別
な
性
質
で
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
有
尾
両
生
類
のTRPV

1

で
は
、
ア

ミ
ノ
末
端
側
の
ア
ン
キ
リ
ン
リ
ピ
ー
ト
と
よ
ば

れ
る
繰
り
返
し
配
列
の
中
の
た
っ
た
２
個
の
ア

ミ
ノ
酸
残
基
の
変
異
が
、TRPV

1
の
高
温
活

性
化
の
初
期
段
階
で
あ
る
ア
ミ
ノ
末
端
構
造
の

不
安
定
化（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
化
）に
影
響
を
与
え

る
こ
と
を
発
見
。
ア
ミ
ノ
末
端
構
造
が
不
安
定

化
す
る
と
活
性
化
温
度
が
下
が
り
、
安
定
化
す

る
と
活
性
化
温
度
が
上
が
る
こ
と
を
突
き
止
め

ま
し
た
。
こ
の
研
究
成
果
が
英
国
科
学
誌

『N
ature

C
om
m
unications

（
2
0
2
3

年
５
月
11
日
付
）』に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
ヒ
ト
を
は
じ
め
、
魚
類
や
両
生
類
な

ど
の
脊
椎
動
物
の
祖
先
は
、
約
５
億
年
前
に
全

遺
伝
子
が
倍
加
す
る
全
ゲ
ノ
ム
重
複
を
2
回
起

こ
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。
全
ゲ
ノ
ム
重
複
は
急
激
な
進
化
を
も
た
ら

す
重
要
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、
あ
ま
り
に
も
古

い
時
代
の
出
来
事
で
今
で
は
そ
の
痕
跡
が
ほ
と

ん
ど
な
く
、
多
く
の
謎
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

本
学
の
大
森
義
裕
先
生
と
今
鉄
男
先
生（
現：

ウ
ィ
ー
ン
大
学
シ
ニ
ア
リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー
）

は
、
国
立
遺
伝
学
研
究
所
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
共
同
利
用
基
盤
施
設
、
愛
知
県
水
産
試
験
場

弥
富
指
導
所
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
、
米
国
国
立
衛

生
研
究
所
と
の
共
同
研
究
で
、
脊
椎
動
物
の
中

で
も
比
較
的
近
代
の
約
1
4
0
0
万
年
前
に

全
ゲ
ノ
ム
重
複
を
起
こ
し
た
キ
ン
ギ
ョ
の
眼
球

の
網
膜
組
織
か
ら
2
万
3
千
個
の
細
胞
を
分
離

し
、
単
一
細
胞（
シ
ン
グ
ル
セ
ル
）レ
ベ
ル
で
の

重
複
遺
伝
子
の
発
現
解
析
に
世
界
で
初
め
て
成

功
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
遺
伝
子
発
現
を
網
羅
的
に
解

析
す
る
シ
ン
グ
ル
セ
ルRN

A-seq

解
析
だ
け

で
な
く
、
遺
伝
子
発
現
の
ス
イ
ッ
チ
が
オ
ン
に

な
っ
た
状
態
の
領
域
を
調
べ
る
シ
ン
グ
ル
セ
ル

ATAC-seq

解
析
も
併
用
し
た
こ
と
で
実
験

の
精
度
が
増
し
、
世
界
中
か
ら
大
き
な
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。

こ
の
研
究
で
キ
ン
ギ
ョ
の
網
膜
で
は
１
４
０

０
万
年
と
い
う
短
い
期
間
で
3
0
6
ペ
ア
の

重
複
遺
伝
子
が
新
た
な
発
現
パ
タ
ー
ン
を
獲
得

し
た
こ
と
を
発
見
し
、
そ
の
成
果
が
国
際
科
学

誌
『C

o
m
m
u
n
icatio

n
s
B
io
lo
gy

（
2
0
2
2
年
12
月
）』に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

合
成
分
野
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
有
機
分
子
触

媒
の
出
現
に
よ
り
、
生
体
触
媒（
酵
素
）の
時
代

は
終
わ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

酵
素
は
難
易
度
の
高
い
不
斉
反
応
を
得
意
と
す

る
半
面
、
一
般
的
に
基
質
汎
用
性（
反
応
に
利

用
で
き
る
原
料
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）が
狭
い

こ
と
が
実
用
の
大
き
な
足
枷
に
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
人
工
酵
素
の
開
発
を
皮
切
り
に
基
質
汎

用
性
の
問
題
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
、
2
0
2
0

年
頃
か
ら
急
速
に
合
成
用
酵
素
の
開
発
が
進
み

ま
し
た
。
た
だ
し
、
酵
素
を
化
学
合
成
で
利
用

す
る
た
め
に
は
反
応
場
に
基
質
を
溶
か
す
た
め

の
有
機
溶
媒
が
必
要
で
あ
り
、
多
く
の
酵
素
は

そ
の
影
響
で
壊
れ
て
し
ま
う
た
め
、
有
機
溶
媒

耐
性
酵
素
に
改
変
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
本
学
の
知
名
秀
泰
先
生
は
、
大
阪
府

立
大
学
と
の
共
同
研
究
で
酵
素
の
有
機
溶
媒
安

定
性
に
着
目
し
、
親
水
性
オ
リ
ゴ
ペ
プ
チ
ド
が

有
機
溶
媒
安
定
性
を
高
め
る
効
果
を
見
出
し
ま

し
た
。
組
み
換
え
酵
素
の
精
製
簡
易
化
の
た
め

に
よ
く
用
い
ら
れ
る
ヒ
ス
タ
グ
も
親
水
性
オ
リ

ゴ
ペ
プ
チ
ド
の
一
種
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
結
果

的
に
精
製
以
外
の
利
便
性
も
示
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
研
究
は
知
名
先
生
が
大
阪
府
立

大
学
在
籍
時
の
15
年
前
に
保
留
に
な
っ
て
い
た

も
の
で
す
が
、
近
年
開
発
さ
れ
た
人
工
遺
伝
子

合
成
技
術
を
駆
使
し
て
辛
抱
強
く
研
究
を
続
け

た
成
果
に
な
り
ま
す
。
本
研
究
は
、
合
成
用
の

さ
ま
ざ
ま
な
有
機
溶
媒
耐
性
酵
素
を
作
製
す
る

上
で
重
要
な
知
見
に
な
り
得
ま
す
。

超
高
齢
社
会
の
現
代
に
お
い
て
、
認
知
症
の

克
服
は
人
類
が
取
り
組
む
べ
き
大
き
な
課
題
の

ひ
と
つ
で
す
。
近
年
で
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

の
ほ
か
、
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
、
前
頭
側
頭

葉
変
性
症
と
い
っ
た
神
経
変
性
疾
患
で
、
原
因

と
な
る
タ
ン
パ
ク
質
が
脳
内
に
蓄
積
し
て
固
ま

り
を
形
成
し
、
徐
々
に
神
経
細
胞
の
死
を
招
く

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
学
の
亀
村
和
生
先
生
は
、
名
古
屋
大
学
医

学
部
の
岡
島
徹
也
先
生
と
の
共
同
研
究
で
、
神

経
変
性
疾
患
の
原
因
タ
ン
パ
ク
質
が
な
ぜ
固
ま

り
に
な
る
の
か
を
探
る
た
め
、
原
因
タ
ン
パ
ク

質
が
持
つ
本
来
の
機
能
や
性
質
を
解
明
し
よ
う

と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
神
経
細
胞
に
浸
透
圧

変
化
や
pH
変
化
と
い
っ
た
物
理
的
ス
ト
レ
ス
を

か
け
、
細
胞
内
の
原
因
タ
ン
パ
ク
質
の
う
ち

F
U
S
、
E
W
S
、
T
A
F
15
の
ス
ト
レ
ス
応

答
を
解
析
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
糖
鎖
を
持

た
な
い
F
U
S
と
T
A
F
15
は
固
ま
り
に
な

り
や
す
く
、
E
W
S
は
糖
鎖
に
よ
っ
て
固
ま

り
に
な
り
に
く
い
性
質
を
持
つ
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

F
U
S
、
E
W
S
、
T
A
F
15
の
う
ち
、
特

に
F
U
S
と
T
A
F
15
が
神
経
変
性
疾
患
の

原
因
タ
ン
パ
ク
質
に
な
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
理
由
は
不
明
で
し
た
。
今

回
、
F
U
S
、
T
A
F
15
は
糖
鎖
を
持
た
な
い

の
で
不
溶
化
し
や
す
い
性
質
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
原
因
タ
ン
パ
ク
質

の
特
性
が
認
知
症
の
発
症
に
大
き
く
関
与
す
る

こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
研
究
成
果
が『Experim

entalCell
Research

(V
olum

e

4
2
4
、
2
0
2
3

年
2
月
）』に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

齊藤 修先生 アニマルバイオサイエンス学科

堀 翔悟助手 メディカルバイオサイエンス学科
大森 義裕先生 フロンティアバイオサイエンス学科

亀村 和生先生 メディカルバイオサイエンス学科知名 秀泰先生 メディカルバイオサイエンス学科

有  尾両生類の低温適応を可能にする
TRPV1の２個のアミノ酸変異を発見

認  知症の原因タンパク質の性状を
 糖鎖が制御することを発見

単  一細胞レベルの遺伝子発現解析で
 脊椎動物の進化の謎を明らかに

親  水性オリゴペプチドの付与で酵素の
有機溶媒安定性を高めることに成功
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高
大
連
携
事
業
と「
長
浜
学
び
の
実
験
室
」で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

LINKLINKLINKLINK
高大連携
地域連携
通 信

滋
賀
県
立
虎
姫
高
等
学
校
と
は

2
0
2
1
年
に
包
括
連
携
協
力
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
、
従
来
行
っ
て
き
た
実
験
講
座

に
加
え
て
講
義
、
講
演
会
、
課
題
研
究
指
導
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

こ
の
協
定
に
基
づ
き
今
年
3
月
に
行
っ
た
2
つ
の
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。

1
つ
目
は
文
部
科
学
省
か
ら
指
定
を
受
け
た
ス
ー

パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
よ
る
講
座
「
バ

イ
オ
セ
ミ
ナ
ー
」
で
す
。
今
回
は
ゲ
ノ
ム
編
集
研
究

所
の
研
究
員
に
よ
る
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
体
験
す
る

実
験
と
講
義
、
研
究
室
見
学
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

受
講
さ
れ
た
生
徒
か
ら
「
学
習
し
て
き
た
ゲ
ノ
ム
編

集
な
ど
を
実
際
に
体
験
で
き
て
よ
か
っ
た
」、「
普
段

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
研
究
室
や
設
備
を
見

学
で
き
て
と
て
も
良
い
経
験
に
な
っ
た
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
、
最
先
端
の
研
究
を
実
感
す
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

2
つ
目
は
学
校
設
定
科
目
「
究
理
Ⅱ
」Science

コ
ー
ス
で
行
う
課
題
研
究
の
テ
ー
マ
検
討
会
で
す
。

生
徒
は
あ
ら
か
じ
め
考
え
て
き
た
研
究
テ
ー
マ
に
つ

い
て
大
学
の
先
生
の
前
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら

新
た
な
気
づ
き
や
刺
激
を
得
て
、
今
後
１
年
間
取
り

組
む
研
究
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
高
等
学
校
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
協

力
し
、
好
奇
心
を
持
っ
て
探
究
し
続
け
る
理
系
人
材

の
成
長
を
少
し
で
も
お
手
伝
い
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

虎姫高等学校との高大連携事業

長
浜
市
・
長
浜
市
教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
長
浜

市
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
、「
理
系
人
材
育

成
事
業
」
と
し
て
設
立
さ
れ
た
『
長
浜
学
び
の
実
験

室
』は
、2
0
2
3
年
度
で
8
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
の
講
座
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
が
、
学
食
体
験
を
中

止
し
午
前
中
の
日
程
で
実
施
す
る
な
ど
し
て
、
当
初

の
計
画
の
68
講
座
す
べ
て
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
小
学
校
に
お
い
て
は
市
内
の
す
べ

て
の
25
校
の
小
学
校
が
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
、
中

学
校
を
合
わ
せ
た
2
0
2
2
年
度
の
総
受
講
者
数

は
、
1
7
7
4
人
と
な
り
ま
し
た
。
学
習
後
の
子

ど
も
た
ち
の
感
想
は
、
95
％
が
「
楽

し
く
実
験
で
き
た
」、
83
％
が
「
よ

く
わ
か
っ
た
」
と
答
え
、
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。

2
0
2
2
年
度
末
か
ら
は
学
食
体
験
が
再
開
さ

れ
、
2
0
2
3
年
度
は
多
く
の
小
・
中
学
校
が
学

食
を
体
験
し
午
後
も
大
学
で
学
習
す
る
日
程
と
な
り

ま
す
。
今
年
度
は
市
内
の
小
・
中
学
校
の
94
％
が
受

講
予
定
で
す
。

こ
の
学
び
の
実
験
室
で
学
ん
だ
小
・
中
学
生
は
昨

年
度
で
の
べ
1
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
本
講
座
で

は
、
毎
年
度
新
し
い
教
材
や
実
験
内
容
を
加
え
な
が

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
、
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
目
を
輝
か
せ
て
大
学
で
し
か
学
べ
な
い
内
容

に
取
り
組
ん
で
い
く
姿
が
数
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

2022年度「長浜学びの実験室」
講座のまとめ

「究理Ⅱ」課題研究テーマ検討会

バイオセミナー

essay

堀
部
智
久
先
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外
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〜
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
旅
行
の
す
す
め
〜

2 000年3月、私は、大学院修了後の春休みを高校の後
輩と共にヨーロッパ、ドイツへ
卒業旅行の旅に出た。フランク
フルト、ハイデルベルク（写真
1）、シュツットガルトを共に
周り、トリア―という小さな村
で、5日後に再びフランクフル
トで落ち合うことを約束して、
それぞれお互い行きたい国に分
かれて行動することにした。
リュック一つでドイツに入国
後、その日に行きたい場所に行
き、時間が来れば、その日の宿
を探してインフォメーションセ
ンターに行くというその場しの
ぎの行動は、まったく不安がな
かったわけではないが、誰にも
縛られない自由な時間を過ごせ
るということで、とても快適で
あった記憶がある。当時は、外
国からの旅行者のためのレイル
パスが年齢20代は安く購入で
きたこともあり、一定日数ドイ

ツの新幹線（ICE）に乗り放題
で、各町を数時間で行き来する
ことができたことで、上記以外
にボン、ハンブルクなど多くの
有名な都市を短時間でまわるこ
とができた。ハンブルクから電
車でデンマーク、コペンハーゲ
ンまでの道中、ドイツ、プット
ガルデンの港から電車ごとフェ
リーに乗り込み（写真2）、デン
マーク（レズビュハウン）到着
後、電車ごと下船してその車内
で入国審査を受けた（入国審査
官が電車内に乗り込みパスポー
トをチェックする）際には、初
めての経験でとても新鮮である
と共に、電車で数時間の距離で
別の国に行けるヨーロッパの魅
力を実感することができた。さ
らに、コペンハーゲン（写真3）
の港から小舟でお隣スウェーデ
ンのマルメという町まで足をの
ばし、数時間の滞在であったが
北欧の国をはじめて垣間見るこ

とができた。ドイツと比べると
デンマーク、スウェーデンでは
問題なく英語が通じ、旅行をす
る上では特に不便を感じること
はなかった記憶がある。異国の
地に一人で行動することでいろ
いろな発見があり、また、今か
ら思い返すと、とても自由で貴
重な時間であったと改めて思
う。

新型コロナ感染症のため、
ここ数年は、国内移動も

制限される日々が続いており、
また、さまざまな社会情勢から
以前よりヨーロッパ内も自由に
行き来が難しい地域が出ている
が、何事にも縛られない自由な
“旅”ができる時は人生でもそう
何度もないので、ぜひとも若い
学生の皆さんには、機会を見つ
けていろいろな場所に出かけて
もらいたいなと思う今日この頃
です。

１ ハイデルベルク城からのハイデルベルクの街並み
2  列車ごとフェリーに乗り込み、船で移動
3  コペンハーゲン アンデルセン像
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7.17 月㊗ 各学科の学びを体験できる

プログラムが充実！

2024年4月

バイオデータ

サイエンス学
科

開設

大学紹介編大学紹介編 一般選抜対策編バイオ実験・実習編バイオ実験・実習編

大学の学びと

特色を紹介！

予備校講師が

入試問題を分析！

8.20日 11.26日8.6 日
総合型選抜エントリー（オープンキャンパス参加型） エントリーは当日・無料

参加者全員参加者全員に

オリジナルグッズ

プレゼント!

予約不要予約不要※

※バイオ実験・実習プログラムを除く

保護者と一緒の参加もOK!

9.24日 日10.22

220022332023保護者と一緒の参加もOK!

長浜バイオ大学
マスコット

“フララ”

一般選抜対策編一般選抜対策編一般選抜対策編一般選抜対策編一般選抜対策編一般選抜対策編

〒
526-0829 滋

賀
県
長
浜
市
田
村
町
1266

番
地
  TEL.0749-64-8100（

代
）   FAX.0749-64-8140

E-m
ail : jim

@
nagaham

a-i-bio.ac.jp  　
U
RL : https://w

w
w
.nagaham

a-i-bio.ac.jp/
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入試・募集

掲示板

入試情報はLINEでも
発信しています。

「国公立大学並みの学費で４年間学べる」
特待生制度を導入！
2024年４月「バイオデータサイエンス学科」を設置！

2023年度入試とこれからの受験環境

　全国私立大学志願者は４年連続減少しています。エリア
別、文理別でも対前年比を下回っています。その要因とし
て、18歳人口と既卒生の減少、年内入試シフトの加速が強
く影響しています。年内入試では志願者と、合格者がとも
に増加して早期進路決定者が増加してきています。この結
果一般選抜受験者が減少して、入学試験の競争緩和がすす
み、多くの大学で実質倍率が低下しています。年内で合格
をめざす受験生と年明けに上位・難関大学中心にチャレン
ジする受験生との二極化の構造は今後も続くとみられます。
他にコロナ禍の影響が落ち着き、大都市志向の復活と大規
模大学志向も継続していくと思われます。
　また、2024年度入試の受験生は、次年度に新課程入試
を控えているため浪人を避けたいという気持ちが強くはた
らき、年内入試や一般選抜で併願大学を増やしてくると予
想されます。しかし、上記の受験環境は継続し、入学試験
の競争緩和はさらに進行すると予想されます。

2024年度に向けて

　本学の一般選抜では、『国公立大学並みの学費で４年間
学べる』特待生制度を昨年より導入しています。この特待

生制度は、制度の対象者であれば人数の上限なく、継続の
ための審査も不要で最長４年間の継続が可能です。経済的
な負担軽減になる、他大学にはない制度ですので積極的に
活用してください。対象の入試方式は一般選抜前期A・B、
大学入学共通テスト利用入試前期A・Bで、条件を満たせ
ば全員が対象となります。
　本学のバイオサイエンスは、生物だけではない化学、物
理、数学など理学分野だけに限らない情報科学、医学、薬
学、工学、農学にまたがる学際的な学問領域を、最先端の
知識や研究手法で学びます。
　今、社会では経済情勢の変化や技術開発について、生産
性や利便性を高めるデジタルトランスフォーメーション（DX）
やITの推進が求められています。さまざまな分野や業界で、
2030年には先端IT人材が最大79万人不足する調査結果が
でています。本学では、生命科学分野を総合的に学び、
データサイエンス的側面から支援しうる人材を育成する「バ
イオデータサイエンス学科」を2024年４月に設置します。
　バイオサイエンスの最先端分野で活躍したいと考える受
験生のみなさんは、大学研究やオープンキャンパスへの参
加で、入学後４年間で学べる学問分野への理解を深め、
「入れる大学」から「入りたい大学」選びの進路研究をしっか
り行ってください。

【2024年度　一般選抜試験前期・大学入学共通テスト利用入試前期日程】
● 特待生制度
【国公立大学並みの学費で４年間学べる】
一般選抜前期A・B： 合格者得点率70.0％以上
大学入学共通テスト利用入試前期A・B：
 合格者得点率60.0％以上
出願期間や試験会場、各選抜方式の詳細は本
学HP、入学者選抜要項で必ずご確認ください。

特待生制度対象の選抜方式 試験日 試験会場 合格発表日
前期A

1/24・25 本学・京都・大阪
名古屋・三重・岡山
浜松・東京

2/9
前期A共通テスト併用型 2/17
前期B

2/7
2/9

前期B共通テスト併用型 2/17
共通テスト利用前期A（２教科３科目型） 1/13・14

本学独自の
試験なし

各地区指定の
試験会場 2/17共通テスト利用前期A（３教科３科目型）

共通テスト利用前期B（３教科４科目型）


